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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期第２四半期の業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日） 

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第２四半期 646 22.1 △63 － △61 － △64 － 

29年３月期第２四半期 529 23.0 △140 － △139 － △143 － 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期第２四半期 △51.16 － 

29年３月期第２四半期 △113.01 － 

 

（２）財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

30年３月期第２四半期 1,207 923 75.1 

29年３月期 1,284 980 75.6 
 
（参考）自己資本 30年３月期第２四半期 906 百万円   29年３月期 970 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 

30年３月期 － 0.00      

30年３月期（予想）     － 0.00 0.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．平成30年３月期の業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 1,561 37.7 15 － 15 － 3 － 2.37 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 
 



※  注記事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                  ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                    ： 無    
 

④  修正再表示                              ： 無    

 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期２Ｑ 1,358,800 株 29年３月期 1,358,800 株 

②  期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 90,630 株 29年３月期 90,630 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 1,268,170 株 29年３月期２Ｑ 1,268,170 株 

 

 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたって

の注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。 

２．四半期決算補足説明資料は、平成29年11月10日に当社ホームページに掲載する予定です。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、企業収益が改善し設備投資も持ち直しているなど、景気は緩や

かな回復基調で推移しました。先行きについては、海外経済を巡る不確実性は依然として高く、国内景気を下押し

するリスクが存在します。

 当社が注力しているＩｏＴ（Internet of Things：モノのインターネット）市場は、企業や公共部門が研究や投

資を急速に拡大しており、今後は進取企業におけるＩｏＴ事業の成功事例が出るにつれて、順調に拡大していくも

のと見込まれます。

 このような状況において、当社は本格化するＩｏＴ市場に向けて、マイクロサーバー事業に経営資源を集中して

まいりました。ＩｏＴセンサー・デバイス パートナープログラムをはじめとしたパートナー企業との連携をさら

に広げるとともに、マイクロサーバーをベースハードウェアとし工場ＩｏＴに向けたアプライアンス製品

「ＯｐｅｎＢｌｏｃｋｓ（オープンブロックス） ＩＤＭアプライアンス」を発表しました。また、当社の持つ高

い技術力を背景とした営業活動を行い、実証検証から本格的な事業化へ移行する案件が増え、マイクロサーバーの

出荷が増加したことから、売上高は前年同期に比べ大幅に増加しました。

 販売費及び一般管理費は、製品ラインナップが充実したことにより開発費やマーケティング費用が減少となった

ことに加え、経費全体の削減を行い、前年同期に比べ減少しました。

 この結果、当第２四半期累計期間の売上高は646百万円（前年同期比117百万円・22.1％増加）、営業損失は63百

万円（前年同期は営業損失140百万円）、経常損失は61百万円（前年同期は経常損失139百万円）、四半期純損失は

64百万円（前年同期は四半期純損失143百万円）となりました。 

 品目別の売上高動向につきましては、次のとおりであります。

 

（自社製品コンピュータ）

 マイクロサーバーについては、位置測位や入退室管理など様々な用途に向けたＩｏＴ本番運用による出荷が本格

化し、前年同期に比べ売上高は大幅に増加しました。この結果、自社製品コンピュータ全体の売上高は前年同期に

比べ大幅に増加し、392百万円（前年同期比117百万円・42.7％増加）となりました。

 

（コンピュータ関連商品）

 業務用ＩＴ機器のオンライン販売サイトは、効率的な運営体制の維持にとどめ、売上高は前年同期に比べ減少し

ました。この結果、コンピュータ関連商品全体の売上高は、169百万円（前年同期比20百万円・10.7％減少）とな

りました。

 

（サービス・その他）

 マイクロサーバーのサポートサービスが、好調な本体販売に伴い前年同期に比べ増加したことに加え、一般商材

の保守及びライセンスの販売も増加しました。また、ＩｏＴゲートウェイ統合遠隔管理サービス「Ａｉｒ

Ｍａｎａｇｅ（エアマネージ）」について大口の受注を獲得するなど、サービス収益の強化に向けた取り組みにも

成果が出始めております。この結果、サービス・その他全体の売上高は前年同期に比べ増加し、84百万円（前年同

期比19百万円・30.7％増加）となりました。

 

 なお、上記の各品目に含まれるマイクロサーバーに関連する売上高（本体、サポートサービス、オプション品な

ど）は417百万円（前年同期比128百万円・44.3％増加）、売上総利益は174百万円（前年同期比56百万円・47.7％

増加）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

 当第２四半期会計期間末の資産につきましては、現金及び預金が24百万円増加したほか、売掛金の減少25百万

円、主にマイクロサーバーに係るたな卸資産の減少39百万円及び前渡金の減少22百万円等により、前事業年度末

に比べ77百万円減少し、1,207百万円となりました。

 負債につきましては、買掛金の減少25百万円等により、前事業年度末に比べ20百万円減少し、283百万円とな

りました。

 純資産につきましては、四半期純損失の計上による利益剰余金の減少64百万円等により、前事業年度末に比べ

56百万円減少し、923百万円となりました。
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②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ24百万

円増加し、668百万円となりました。

 当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 税引前四半期純損失62百万円の計上や仕入債務の減少25百万円等の支出要因のほか、売上債権の減少25百万

円、たな卸資産の減少39百万円、未収入金の減少2百万円、前渡金の減少22百万円等の収入要因がありました結

果、営業活動により獲得した資金は14百万円となりました。（前年同期は147百万円の使用）

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資事業組合からの分配金による収入12百万円のほか、有形固定資産の取得による支出2百万円等により、投

資活動により獲得した資金は10百万円となりました。（前年同期は0百万円の使用）

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動による資金の増減はありませんでした。（前年同期は資金の増減なし）

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成30年３月期の業績予想につきましては、マイクロサーバーに関連する売上高が好調なことから、平成29年５

月12日付当社「平成29年３月期 決算短信(非連結)」において公表いたしました業績予想を据え置くこととしまし

た。なお、当該業績予想には、ＩｏＴ市場の本格化により現時点において変動的な見通しが含まれており、その結

果により当期業績が変動することがあり得ます。今後、業績予想の修正が必要となった場合には速やかに開示いた

します。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 643,433 668,295 

売掛金 137,660 112,245 

商品及び製品 35,134 18,730 

仕掛品 337 228 

原材料 307,522 284,752 

その他 95,149 68,583 

流動資産合計 1,219,238 1,152,836 

固定資産    

投資その他の資産    

投資有価証券 17,131 6,613 

その他 47,931 47,747 

投資その他の資産合計 65,063 54,361 

固定資産合計 65,063 54,361 

資産合計 1,284,301 1,207,197 

負債の部    

流動負債    

買掛金 115,879 90,280 

未払法人税等 17,452 15,462 

賞与引当金 21,122 21,398 

製品保証引当金 1,207 1,428 

その他 115,214 121,883 

流動負債合計 270,876 250,452 

固定負債    

退職給付引当金 23,947 24,231 

その他 8,679 8,700 

固定負債合計 32,626 32,931 

負債合計 303,503 283,384 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,197,609 1,197,609 

資本剰余金 158,361 158,361 

利益剰余金 △227,049 △291,933 

自己株式 △158,361 △158,361 

株主資本合計 970,559 905,675 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 406 454 

評価・換算差額等合計 406 454 

新株予約権 9,832 17,683 

純資産合計 980,798 923,813 

負債純資産合計 1,284,301 1,207,197 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 529,293 646,339 

売上原価 352,308 413,875 

売上総利益 176,985 232,464 

販売費及び一般管理費 317,035 295,507 

営業損失（△） △140,050 △63,043 

営業外収益    

為替差益 235 － 

投資事業組合運用益 464 1,716 

保険配当金 201 223 

その他 118 20 

営業外収益合計 1,020 1,960 

営業外費用    

為替差損 － 198 

営業外費用合計 － 198 

経常損失（△） △139,029 △61,280 

特別損失    

減損損失 2,384 1,703 

特別損失合計 2,384 1,703 

税引前四半期純損失（△） △141,414 △62,983 

法人税等 1,900 1,900 

四半期純損失（△） △143,314 △64,883 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純損失（△） △141,414 △62,983 

減損損失 2,384 1,703 

受取利息及び受取配当金 △23 △20 

投資事業組合運用損益（△は益） △464 △1,716 

売上債権の増減額（△は増加） 56,111 25,414 

たな卸資産の増減額（△は増加） △46,632 39,282 

仕入債務の増減額（△は減少） △17,584 △25,598 

前渡金の増減額（△は増加） 3,860 22,769 

未収入金の増減額（△は増加） 5,025 2,399 

未払金の増減額（△は減少） △1,951 △3,850 

その他 △3,307 20,960 

小計 △143,995 18,359 

利息及び配当金の受取額 23 20 

法人税等の支払額 △3,797 △3,802 

営業活動によるキャッシュ・フロー △147,769 14,577 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △1,477 △2,183 

投資事業組合からの分配金による収入 2,100 12,300 

その他 △631 84 

投資活動によるキャッシュ・フロー △8 10,201 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,747 82 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △149,525 24,861 

現金及び現金同等物の期首残高 954,997 643,433 

現金及び現金同等物の四半期末残高 805,472 668,295 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。 

 

３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

 当社は、継続して営業損失及びマイナスの営業キャッシュ・フローを計上し、継続企業の前提に重要な疑義を生じ

させるような状況が存在しております。しかしながら、当第２四半期会計期間末において借入金は無く現金及び預金

668百万円を保有し、必要な運転資金を確保していることから、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められ

ないと判断し、財務諸表への注記は記載しておりません。

 当社は、経常損益の黒字化を実現し当該状況を解消する為、マイクロサーバー事業に経営資源を集中する方針を継

続し、ＩｏＴ市場に向けた取り組みを強化していくことが重要と考えております。

 このために、以下の課題に取り組んでまいります。

 

①パートナー企業との連携と販売拡大

 多様な業種や技術的に高度なＩｏＴ案件に対応し、顧客の具体的なニーズに応えるために、センサー・デバイス

やクラウド分野とのパートナーシップに加え、今後は問題解決を担うエンジニアリング分野におけるパートナー企

業との連携を広め、製商品やソリューションの開発を行い、相互の技術や販路を活用しつつ販売を拡大してまいり

ます。

 

②サービス収益の強化 

 ＩｏＴの運用に必要なサービスを提供し安定的な収益を確保するため、ＩｏＴゲートウェイの統合遠隔管理サー

ビスやＩｏＴデバイスとアプリケーションをつなぐＩｏＴプラットフォームなどの収穫逓増型のＳａａＳ型サービ

スを軌道に乗せるべく顧客の獲得に努めてまいります。

 

③経費の削減

 ＩｏＴ市場における必要な投資は継続していくものの、マーケティング費用をはじめ、経費全体の削減を実施し

てまいります。
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